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大規模災害を想定して行われた避難訓練

防
災
行
政
無
線
施
設
の
改
修
を
進
め
る

と
と
も
に
、
新
規
事
業
と
し
て
、
桃
原

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
建
設
に

向
け
事
業
を
推
進
し
、
地
域
防
災
力
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
沖
縄
県
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

等
総
合
訓
練
に
お
い
て
、
自
治
会
、
小
・

中
学
校
と
連
携
し
た
地
域
防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
す
。

　
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
交
通

安
全
推
進
協
議
会
の
円
滑
な
活
動
を
推

進
し
、
交
通
安
全
思
想
の
高
揚
な
ら
び

に
交
通
道
徳
の
啓
発
を
推
進
し
て
交
通

事
故
防
止
に
努
め
ま
す
。

　
行
政
改
革
に
つ
い

て
は
、
「
う
る
ま
市

行
政
改
革
大
綱
」
に

基
づ
き
、
「
ジ
リ
ツ

し
た
市
民
と
協
働
で

つ
く
り
あ
げ
る
行
政
」

の
実
現
に
向
け
取
り

組
む
と
と
も
に
、
平

成
20
年
度
は
、
行
政

評
価
制
度
の
導
入
を

推
進
し
、
職
員
の
意

識
改
革
と
市
民
の
視

点
に
立
っ
た
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
努

め
ま
す
。

　
ま
た
、
よ
り
簡
素

で
効
率
的
な
組
織
・

機
構
を
再
構
築
す
る

た
め
、
段
階
的
な
見
直
し
を
実
施
し
ま
す
。

　
人
事
行
政
に
つ
い
て
は
、
「
人
材
育

成
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、
職
員
の
資

質
向
上
と
能
力
開
発
を
目
的
に
各
種
研

修
を
実
施
す
る
と
と
も
に
職
員
の
健
康

管
理
に
留
意
し
、
よ
り
良
い
職
場
環
境

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
服
務
規
律
の
確
保
や
適
材
適

所
の
職
員
配
置
等
の
適
正
な
人
事
管
理

に
取
り
組
み
ま
す
。
　
　

　
市
税
に
つ
い
て
は
、
最
も
重
要
な
自

主
財
源
で
あ
り
、
今
後
と
も
適
正
か
つ

公
正
な
課
税
に
努
め
ま
す
。

　
市
税
徴
収
に
つ
い
て
は
、
累
積
滞
納

額
を
圧
縮
す
る
た
め
、
新
規
滞
納
者
の

発
生
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
滞
納
整
理
を

着
実
に
進
め
、
自
主
財
源
を
確
保
す
べ

く
徴
収
率
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
以
上
、
平
成
20
年
度
の
主
な
施
策
の

概
要
に
つ
い
て
申
し
述
べ
ま
し
た
。
新

年
度
も
職
員
と
と
も
に
、
精
一
杯
頑
張

っ
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
市

民
な
ら
び
に
議
員
各
位
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
私
の
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。
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